
４６ 
 

 

 

令
和
六
年
二
月
十
五
日
提
出 

質

問

第

四

六

号 

       
 
 

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
「
運
用
停
止
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

屋

良

朝

博 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
「
運
用
停
止
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
五
年
十
二
月
一
日
に
提
出
し
た
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
「
運
用
停
止
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
で
は
、
二
〇
一
四

年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
普
天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会
議
が
起
点
で
あ
る
こ
と
を
政
府
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
こ
の
約
束
が
二
〇
一
九
年
二
月
の
期
限
か
ら
四
年
以
上
経
過
し
た
今
な
お
実
現
し
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、
普
天
間
飛

行
場
の
「
運
用
停
止
」
の
定
義
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
質
問
を
行
っ
た
。 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
二
日
に
受
領
し
た
「
衆
議
院
議
員
屋
良
朝
博
君
提
出
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
「
運
用
停
止
」
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
二
一
二
第
七
八
号
）
（
以
下
「
先
の
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
同
飛
行
場
の
危
険

性
を
一
刻
も
早
く
除
去
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
も
の
の
、
各
事
項
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
「
様
々
な

点
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
」
な
ど
と
し
て
丁
寧
な
説
明
を
避
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
就
任
後
初
の
所

信
表
明
演
説
（
令
和
三
年
十
月
八
日
）
に
お
い
て
、
岸
田
総
理
自
ら
が
述
べ
ら
れ
た
「
丁
寧
な
説
明
、
対
話
に
よ
る
信
頼
を
地

元
の
皆
さ
ん
と
築
き
な
が
ら
、
沖
縄
の
基
地
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
」
み
ま
す
と
は
全
く
異
な
る
、
県
民
の
気
持
ち
を
無
視
し

た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
を
踏
ま
え
、
改
め
て
、
普
天
間
飛
行
場
の
「
運
用
停
止
」
に
関
し
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
答
え



 

２ 

 

ら
れ
た
い
。 

一 
先
の
答
弁
書
「
二
の
３
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
以
下
の
問
い
に
答
え
ら
れ
た
い
。  

 

１ 

「
沖
縄
県
外
を
移
設
先
と
す
る
様
々
な
案
を
含
め
検
討
」
し
た
と
あ
る
が
、
「
様
々
な
案
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
各
案
に
つ
い
て
①
候
補
地
、
②
検
討
時
期
、
③
「
在
沖
縄
海
兵
隊
を
含
む
在
日
米
軍
全
体
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
低
下
さ

せ
る
」
と
判
断
し
た
根
拠
・
理
由
、
④
「
司
令
部
、
陸
上
部
隊
、
航
空
部
隊
及
び
後
方
支
援
部
隊
を
統
合
し
た
組
織
構
造

を
有
し
、
優
れ
た
機
動
性
及
び
即
応
性
を
備
え
る
米
海
兵
隊
の
特
性
及
び
機
能
を
損
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
」
と
判

断
し
た
根
拠
・
理
由
を
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
の
主
体
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

「
米
国
本
土
、
ハ
ワ
イ
等
と
比
較
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
各
地
域
に
近
い
位
置
に
あ
る
」
と
い
う
利
点
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
だ
け
に
限
ら
ず
、
日
本
全
国
が
当
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 
 

「
我
が
国
の
周
辺
諸
国
と
の
間
に
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
る
等
の
沖
縄
」
の
「
周
辺
諸
国
」
と
は
ど
の
国
を
指
す
の

か
。
ま
た
、
「
一
定
の
距
離
」
の
具
体
的
な
距
離
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

「
同
飛
行
場
の
危
険
性
を
一
刻
も
早
く
除
去
す
る
必
要
性
が
あ
る
」
の
「
一
刻
も
早
く
」
と
は
、
埋
立
て
・
移
設
が
完

了
す
る
と
し
て
い
る
十
二
年
後
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

 
５ 

「
様
々
な
点
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
辺
野
古
崎
地
区
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
水
域
に
代

替
施
設
を
建
設
す
る
現
在
の
計
画
が
、
同
飛
行
場
の
継
続
的
な
使
用
を
回
避
す
る
た
め
の
唯
一
の
解
決
策
と
の
結
論
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
「
現
在
の
計
画
」
が
回
避
で
き
る
の
は
「
同
飛
行
場
の
継
続
的
な
使
用
」
で
あ
っ
て
、

普
天
間
飛
行
場
の
完
全
返
還
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

６ 

岸
田
総
理
は
、
第
二
百
十
三
回
国
会
に
お
け
る
施
政
方
針
演
説
（
令
和
六
年
一
月
三
十
日
）
に
お
い
て
「
普
天
間
飛
行

場
の
一
日
も
早
い
全
面
返
還
を
目
指
し
、
辺
野
古
へ
の
移
設
工
事
を
進
め
ま
す
」
と
表
明
し
た
。
こ
こ
で
い
う
「
全
面
返

還
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
意
味
す
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
辺
野
古
へ
の
移
設
を
も
っ
て
普
天
間
飛
行
場
の
完
全
返
還
が

実
現
す
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

先
の
答
弁
書
「
二
の
４
、
６
及
び
７
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
以
下
の
問
い
に
答
え
ら
れ
た
い
。  

 

１ 

「
「
（
ウ
）
の
機
能
」
を
沖
縄
県
外
に
移
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
司
令
部
、
陸
上
部
隊
、
航
空
部
隊
及
び
後
方
支

援
部
隊
を
統
合
し
た
組
織
構
造
を
有
し
、
優
れ
た
機
動
性
及
び
即
応
性
を
備
え
る
米
海
兵
隊
の
特
性
及
び
機
能
を
損
な
う

も
の
で
あ
り
、
困
難
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
政
府
が
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
根
拠
・
理
由
を
示
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
米
軍
も
同
様
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 



 

４ 

 

 
２ 

海
兵
隊
の
「
統
合
し
た
組
織
構
造
」
す
な
わ
ち
司
令
部
、
陸
上
部
隊
、
航
空
部
隊
及
び
後
方
支
援
部
隊
ご
と
一
括
で
、

沖
縄
県
外
に
移
転
す
る
と
海
兵
隊
の
特
性
及
び
機
能
は
損
な
わ
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
米
軍

も
同
様
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


